
 
 

 

 

 

第
一
部 

失
わ
れ
た
日
常
を
憶
う 

吉
内
晶×

永
島
留
美 

午
後
一
時
半
～
二
時
十
五
分 

 

永
島
留
美 

『
平
家
物
語
』
ソ
プ
ラ
ノ
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
（
初
演
） 

團
伊
玖
磨 

 

『
六
つ
の
子
供
の
う
た
』
全
曲 

『
わ
が
う
た
』
全
曲 

宮
城
県
民
謡
（
永
島
留
美
編
曲
） 

斎
太
郎
節 

福
島
県
民
謡
（
永
島
留
美
編
曲
） 

会
津
磐
梯
山 

   第
二
部 

生
き
て
る
わ
た
し 

生
き
て
る
あ
な
た 

加
藤
裕
子×

永
島
留
美 

午
後
三
時
～
三
時
四
十
五
分 

 

團
伊
玖
磨 

 

『
わ
が
う
た
』
全
曲 

武
満
徹
（
永
島
留
美
編
曲
） 

〇
と
△
の
歌 

三
月
の
う
た 

明
日
ハ
晴
レ
カ
ナ
、
曇
リ
カ
ナ 

死
ん
だ
男
の
残
し
た
も
の
は 

翼 

木
下
牧
子 

鷗 
 

 

入場料 各回 一般：２０００円  / 高校生以下：１０００円  共通 一般：３５００円 /  高校生以下：１５００円（全席自由） 

ご予約 下記のウェブサイトからご予約をいただき、入場料は当日、会場受付でお支払いください。ご予約完了のメールをお送りいたします。ご予約

完了後の取り消し、変更はお受けいたしておりません。ご了承ください。https://rrrngsm.wixsite.com/ruminagashima/mysongs 

お問い合わせ  ateliernpiano@gmail.com 

 

生誕 100 年となる作曲家・團伊玖磨の《わがうた》（詩：北山冬一郎）をテーマとした日本歌曲

のコンサートを開催いたします。2024 年、元日に発生した能登半島地震によって日常が失われた

人々の喪失感は、奇しくも戦後の虚無感を歌う《わがうた》の作品世界と重ります。第１部では、

ソプラノの吉内晶とピアノの永島留美が「失われた日常を憶う」と題し、演奏いたします。あり

ふれた日常がいかに大切であるか、皆様とともに考えていきたいと思っています。第２部では、

ソプラノの加藤裕子とピアノの永島留美が、未来への希望を歌う〈死んだ男の残したものは〉（作

曲：武満徹 作詞：谷川俊太郎）の一節「生きてるわたし生きてるあなた」をテーマとし、演奏い

たします。未来を託された私たちは何をすべきなのか、演奏を聴きながら、思いを巡らしていた

だけたら幸いです。この演奏会が「能登半島地震の被害にあわれた方々に思いを致し、未来のた

めに一人一人何ができるのか」を考える時間となることを願っています。 

 

 

吉
内
晶 

A
k
i Y

O
S

H
IU

C
H

I  

演
出 

ソ
プ
ラ
ノ 

国
立
音
楽
大
学
音
楽
学
部
声
楽
学
科
卒
業
。
声
楽
を
京
谷
み
な
子
、
安
念
千
重
子
、
荘
智
世
恵
、
串
田

淑
子
、
木
村
能
里
子
、
塚
田
佳
男
の
各
氏
に
師
事
。
二
〇
二
一
年
、
コ
ン
サ
ー
ト
「
沈
黙
の
時
」
を
開

催
し
、
永
島
留
美
作
曲
〈
沈
黙
の
時
Ⅱ
〉
を
初
演
。
作
品
を
作
曲
家
よ
り
献
呈
さ
れ
た
。
二
〇
二
三

年
、
コ
ン
サ
ー
ト
「
生
き
て
る
わ
た
し
生
き
て
る
あ
な
た
」
に
お
い
て
、
シ
リ
ア
ス
な
作
品
か
ら
コ
ミ

カ
ル
な
民
謡
ま
で
、
多
彩
な
「
声
」
を
観
客
に
届
け
、
会
場
を
沸
か
せ
た
。
彼
女
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

な
演
奏
は
聴
く
者
の
心
を
掴
む
。
活
動
は
演
奏
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
演
奏
会
の
企
画
、
演
出
な
ど
多

岐
に
渡
る
。h

ttp
s://ak

iyo
sh

iu
ch

i.w
ixsite.co

m
/ak

iyo
sh

iu
ch

i 

 

 

永
島
留
美 

R
u

m
i N

A
G

A
S

H
IM

A
  

企
画 

作
曲 

ピ
ア
ノ 

武
蔵
野
音
楽
大
学
音
楽
学
部
器
楽
学
科
ピ
ア
ノ
専
攻
卒
業
。
京
都
芸
術
大
学
芸
術
学
部
芸
術
学
科
卒

業
。
ピ
ア
ノ
を
荒
木
美
和
、
山
田
玲
子
、
塚
越
淑
子
、
寺
嶋
陸
也
の
各
氏
に
師
事
。
作
曲
を
寺
嶋
陸
也

氏
に
師
事
。
日
本
歌
曲
伴
奏
法
を
塚
田
佳
男
氏
に
師
事
。
ロ
シ
ア
軍
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
侵
攻
し
た
こ
と

を
嘆
い
た
〈
嘆
き
の
歌
〉
を
二
〇
二
二
、
二
〇
二
三
年
に
発
表
。
二
〇
二
三
年
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や

女
性
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
日
本
歌
曲
コ
ン
サ
ー
ト
「
あ
る
女
の
肖
像
」
や
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
コ
ン
サ
ー
ト
「
生
き
て
る
わ
た
し
生
き
て
る
あ
な
た
」
を
企
画
。
作
曲
、
ピ
ア
ノ
演
奏
、
声
楽
や
合

唱
の
伴
奏
の
他
、
社
会
と
音
楽
を
つ
な
ぐ
イ
ヴ
ェ
ン
ト
を
企
画
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
活
動
中
。

h
ttp

s://rrrn
g

sm
.w

ixsite.co
m

/ru
m

in
ag

ash
im

a  

 

 

加
藤
裕
子 

Y
u

k
o

 K
A

T
O

  

ソ
プ
ラ
ノ 

洗
足
学
園
大
学
声
楽
科
卒
業
。
同
専
攻
科
修
了
。
声
楽
を
栗
本
尊
子
、
中
山
悌
一
、
立
川
澄
人
、W

illiam
 

W
u

、F
io

ren
za C

o
sso

tto

、
関
定
子
、
塚
田
佳
男
の
各
氏
に
師
事
。
富
山
県IO

X
-A

R
O

S
A

で
開
催
さ

れ
た
声
楽
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
てC

o
sso

tto

賞
を
獲
得
す
る
。
受
賞
者
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
。
二

〇
二
三
年
、
女
性
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
日
本
歌
曲
コ
ン
サ
ー
ト
「
あ
る
女
の
肖
像
」
を
お
い
て

様
々
な
女
性
が
描
か
れ
た
作
品
を
演
奏
し
、
豊
か
な
表
現
力
に
よ
っ
て
観
客
を
魅
了
し
た
。
コ
ロ
ラ
ト
ゥ

ー
ラ
と
し
て
の
技
巧
的
な
作
品
か
ら
、
日
本
歌
曲
に
お
け
る
コ
ミ
カ
ル
な
作
品
ま
で
演
じ
分
け
、
彼
女
の

演
奏
ス
タ
イ
ル
は
多
く
の
聴
衆
に
支
持
さ
れ
て
い
る
。
作
品
へ
の
丁
寧
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
定
評
が
あ
る
。

二
〇
二
四
年
、
石
川
県
穴
水
町
で
能
登
半
島
地
震
の
被
害
に
あ
い
、
停
電
、
断
水
な
ど
不
便
な
生
活
を
強

い
ら
れ
た
。
音
楽
を
心
の
支
え
に
生
き
た
経
験
を
《
わ
が
う
た
》
に
込
め
、
演
奏
す
る
。 

https://rrrngsm.wixsite.com/ruminagashima/mysongs
https://akiyoshiuchi.wixsite.com/akiyoshiuchi

